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平素は大竹大輔の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、毎年恒例となりました新年ご来光登山と互礼会を開催させて頂きます。皆さまと和やかに新年の門出をお

祝いしたいと思います。

八木山ご来光登山

開 催 日：平成30年1月1日(月)

集合時間：6時25分

集合場所：東登山口

新春互礼会

開催日時：平成30年1月1日(月) 7時40分頃から

開催場所：つつじが丘ふれあいセンター

会 費：500円

その他の近日予定

1月 1日(月) 新年ご来光登山・互礼会

2月17日(土) 市政報告会in松が丘

2月25日(日) 市政報告会inつつじが丘

2月26日(月) 平成30年第1回定例会（3月議会）

3月12日(月) 質疑・代表質問・一般質問

3月13日(火) 一般質問

3月19日(月) 建設水道常任委員会

3月26日(月) 閉会日

5月23日(水) 春の親睦日帰り旅行
※議会は全て傍聴可能です。ご多用とは存じますが傍

聴にお越し頂けますと幸いです！

皆さま、こんにちは！今回もかえで通信を読んで頂き有難うございました。さて、早いもので今年も残り僅かとなり

ました。年末年始はどのようなご予定でしょうか？ 年が明けますと一段と寒さが増してきますので、風邪など気を付

けて下さい。次回は新年号として1月に発行する予定ですので、何卒宜しくお願い致します。

それでは、良い年をお迎えください！
さかい

名の議員が一般質問を行い、質問日が３日

回各務原市議会定例会が開催されました。平

案件が上程され、各案件が市民ニーズに沿ったもので

のイベントディを検討して参ります。

議会・一般質問を終えて

今期定例会も多くの皆さまに傍聴にお越し頂き、心より感謝申し上げます。

平成29年も全ての議会において、一般質問をしました。私は一般質問を行うにあたり、地域に根差した諸課題につい

ての質問と市内全域の諸課題についての質問を偏りなく質問するよう心掛けております。そして、市が行っていること

に対し、改革や改善等を求めるのであれば、必ず代替案等を提案することも心掛けております。ただ反対するのではな

く、ただ意見を言うのではなく、どのようにすれば現状の諸課題が解決できるかが大切であると考えます。経済や産業、

子育てや福祉の在り方など大きく変化して参りました。現状の諸課題への取り組みと未来への取り組み、どちらも均等

に行うことが大切です。今後も、皆さまの貴重なご意見、ご要望を何卒宜しくお願い致します。

本年も大変お世話になりました！

お問合せ：伏見 ＴＥＬ090-3951-9270

年度に行われた空き家リノベーションモデル事業は、今現在、どのように継続され行われているの

回開催するなど、今後は、

月イオンモール各務原に開設した移住定住総合窓口との連携を強化し、空

りま

型空き

。窓口においては、鉄道に沿っ

問（大竹大輔）：治山工事など山地の整備工事を行った地域が、土砂災害ハザードマップにどのように反映されている

か？

答(山下市長公室長):今回の松が丘地区の治山工事は、岐阜農林事務所により愛宕山斜面からの土砂流失の防止と軽減

を図るため、えん堤などを設置したもので、本年5月に完了しました。現在、土砂災害防止法に基づく現地調査を実施して

おり、今年度中には調査結果がまとまると聞いております。また、来年度の早い時期に地元へ知らせ、土砂災害特別警戒区

域いわゆるレッドゾーンの指定範囲にかかる変更告示を行う予定と聞いております。その内容は、速やかに本市の土砂災

害ハザードマップに反映して参ります。

本市の山地の整備についてについて

問（大竹大輔）：山地の整備状況は？

答(中野産業活力部長):過去数年の整備状況は、レッドゾーンでは、貞照寺北の鵜沼宝積寺町、各務原パークウェイ沿いの

各務字車洞、尾崎団地南部の那加扇平、そして松が丘の治山事業などがあります。それ以外では、坂祝町との市境にある

鵜沼字陰平山で事業が実施されています。今後も、防災対策の一環として、危険な箇所を優先し、事業を実施していくよう

県に要望を行って参ります。

※ KAKAMIGAHARA OPEN CLASSとは、平成２９年７月、イオンモール各務原2階にオープンした移住定住総合窓口。

各務原市への移住定住を考える方に向けた「ちょっといい暮らし」の情報発信スペースのこと。

※ ふるさと回帰支援センターは、地方暮らしやIJUターン、地域との交流を深めたい皆さまをサポートするために、全

国約850地域と連携して地域の情報を提供し、都市と農村の橋渡しによって地方の再生、地域活性化を取り組む

NPO。


